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 正定値行列Aのチョレスキー分解
 （1）    P±λP二工Dム王（工：F三角行列，D：対角行列，P：置換行列）
におけるピボット（置換行列P）の新しい選択法を提案した．
 Lの第乞列ベクトルをム，Dの第ゴ要素をゐとするとき，分解（1）は
 （2）        PfλP＝a．Z1Zf＋a．Z．Z6＋…十a，Z，Z美，
と書ける．いいかえると，PfλPを部分和，
 （3）        S庇＝a．Z1Zl＋a．Z．Z6＋…十〃。Zゑ，
で逐次近似するプロセスであると考えることができる．このプロセスの各段階で，残差が小さ
くたるようにPを選び直すという選択法が考えられる．即ち，第々段で
